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中山間地域振興に役立つ情報を新潟県からお届けします！

地区の魅力や課題の洗い出しにおける事例紹介

問題

将来像をイメージできるように先進事例の視察を実施するとともに、
前向きな意見を引き出すアンケートを実施

状況

対応

発行：新潟県農林水産部地域農政推進課中山間地域活性化推進係 ：

気付き

・地域が目指す姿や将来像を具体的にイメージした上で、地域の現状や課題を整理することがで
きた。これにより、課題への対応を自分事として捉える機会が生まれ、地域の将来に向けた前
向きな話し合いと、活動主体となる組織の設立につながった。

今回は、住民から思うように意見が収集できない硬直した状況から、住民の関心を引き出し、
活動意欲を高めた事例を紹介します。

・将来プランの策定に向けて地区の魅力や課題について検討を提案し、意見を募ったが、前向き
な意見は少なく、話し合いが進まなかった。

・地域の将来像を具体的にイメージしてもらうことをねらいとして、先進地視察を実施し、活性化
に取り組む地域の事例や成果を共有した。さらに、概要をとりまとめ、「かわら版」により地域
全戸へ情報共有を図った。
・地域の魅力や将来について考えるきっかけとして集落実態アンケートの実施を地域に提案し、
承諾を得た上でアンケートを実施した。なお、アンケート項目は関係機関で精査し、回答を通じ
地域の魅力や可能性の再認識できる内容とした。

地域に実現したい将来像の具体的なイメージをもってもらうことが有効

・先進地視察により将来像を具体的にイメージしてもらうことができた。
・アンケートの実施により、地域資源等の地域の魅力を再認識するとともに、活動に関心を持つ人
や、今後の活動の担い手となる可能性のある人を把握することができた。また「将来の耕作者の
大幅な減少」や「担い手の確保が急務」など、地域が抱える課題を整理・共有することができた。

・さらにアンケート結果を踏まえた話し合いを行った結果、参加者の活動に対する意欲が高まり、
今後の活動主体となる組織を設立することが決定した。

将来プランの検討に向けて、地区の魅力や課題の洗い出しを提案
したが、前向きな意見が得られない！

結果

成功！


